
（1）豊かな人間性と教養、倫
理観を有し、医療の担い手と
して薬剤師の義務と法令を遵
守できる
（2）患者・生活者の立場や見
解を理解し尊重して、適切な
行動・態度をとることができ
る
（3）薬の専門家として、医療
情報を収集し、提供するため
のコミュニケーションができ
る
（4）チーム医療に積極的に参
画し、協働して最適かつ最新
な薬物治療を実践し提案でき
る

（5）探求心、創造力、判断力
と問題発見・解決能力を有
し、医療薬学の進歩に貢献で
きる
（6）生涯にわたり自己研鑽に
努め、医療の高度化や多様
性、社会環境の変化に対応で
きる
（7）薬剤師の職能を理解し、
新たな職能の発見や開拓、次
世代の人材育成に貢献できる

（9）地域の保健・医療
に参画・連携して、人々
の健康増進、公衆衛生の
向上に貢献できる

（6）生涯にわたり自
己研鑽に努め、医療
の高度化や多様性、
社会環境の変化に対
応できる

医療人教育 薬科学教育 物理系 化学系 生物系 医療系 臨床系

六
年
次 卒業特別ゼミナール

卒業特別研究
卒業特別講義

五
年
次

病院・薬局実務実習 卒業特別研究

専門薬剤師概論Ⅱ
専門薬剤師概論Ⅰ
レギュラトリーサイ
エンス

フィジカルアセスメ
ント
バイオ医薬品開発論
漢方薬学Ⅱ

四
年
次

実務実習事前学習 卒業特別研究

基礎薬学総合演習
（物理系）

基礎薬学総合演習
（化学系）

基礎薬学総合演習
（生物系）

衛生薬学演習

環境衛生学

薬剤学演習
製剤機能論
薬物治療学演習

製剤学
薬物治療学Ⅱ
薬理学演習

臨床薬学総合演習
処方解析学Ⅱ
新薬開発論

処方解析学Ⅰ
医療薬学演習
薬剤師職能論
薬事関係法規

臨床動態学
臨床疫学
漢方薬学Ⅰ
免疫薬理学
環境遺伝学
感染症予防学

薬剤師と地域医療
研究開発入門
香粧品科学
未病薬学

三
年
次

臨床コミュニケーション演習 医療薬学実習

医療薬学英語
生命薬学実習Ⅱ

物理系薬学演習

　

 
　

化学系薬学演習

医薬品化学

生物系薬学演習

臨床微生物学
遺伝子工学

環境毒性学

食品衛生学演習

薬物代謝学
薬物治療学Ⅰ
薬理学Ⅲ
病態生理学Ⅱ

薬物動態学
物理薬剤学
薬理学Ⅱ
病態生理学Ⅰ

調剤学
医薬品情報学

薬局管理学演習
医療統計学

ゲノム科学
生体防御科学
生体機能調節学
細胞工学

薬学海外研修
病態生化学
創薬化学
医療放射化学
看護学概論

二
年
次 薬学対話演習

基礎薬学英語
生命薬学実習Ⅰ

基礎薬学実習

機器分析化学
熱力学と物理平衡
 

臨床分析技術
溶液の性質と化学反
応速度論

有機薬化学Ⅲ

生薬学
有機薬化学Ⅱ

微生物薬品化学
生体情報化学

分子生物学
免疫学
生化学Ⅱ

衛生化学

公衆衛生学

生物薬剤学
薬理学Ⅰ
人体構成学Ⅱ

人体構成学Ⅰ

臨床心理学

一
年
次

サイエンスコミュニケーショ
ン
医療倫理学

初年次ゼミナール
薬学への招待

基礎数学演習
基礎物理学演習
基礎化学演習
基礎生物学演習

医薬品分析化学
化学物質の構造と性
質

　
　

天然物化学
有機薬化学Ⅰ

無機化学 生化学Ⅰ

30単位必修 30単位必修 12単位必修a 12単位必修a 17単位必修a 10単位必修 31単位必修 18単位必修 8単位必修

a基礎薬学総合演習は物理・化学・生物系合わせて1単位　（科目群の必要単位数に含めていない）

（11）医薬品情報、
病態と薬物療法を理
解し、医薬品を適正
に使用するための臨
床薬学教育

（12）最新の先端医
療と科学の進歩を学
び、キャリア形成に
つなげるためのアド
バンスト教育

アドミッショ
ンポリシー

＜入学者に求める知識・技能・能力・態度＞
〇知識・技能
1．薬学専門科目の学修に必要な理科、数学等の基礎的な学力
〇思考力・判断力・表現力
2．探求心と洞察力をもち、新しい課題に柔軟に取り組む意欲
3．高校レベルの論理的思考力やそれに基づく判断力・行動力
〇主体性・多様性・協働性
4．医療人として人々の健康と福祉に貢献したいという強い意志
5．目標を掲げ、主体的に学ぼうとする学習意欲と高い向学心
6．基礎的コミュニケーション能力と相手を理解し対応する力

（1）医療人としての豊かな人
間性、主体性、思考力・表現
力を身につける幅広い総合教
育
（2）医療の目的を理解して、
協働性と患者への思いやりを
持った医療人としての倫理教
育
（3）優れたコミュニケーショ
ン能力及び問題発見・判断・
解決能力を養成するためのPBL
教育
(4)専門教育で培った知識・技
能・態度を応用し、実践能力
を身につけるための実務実習
教育

（5）専門教育をより広く深く
理解して自己研鑽していくた
めの基礎力となる薬学準備教
育
（6）薬剤師に必要な研究マイ
ンドや問題発見・解決能力を
醸成するための薬学卒業研究
教育

（7）薬学を科学の一分野として理解し、医療・臨床薬学専門教育
へとつながる薬学基礎教育

（8）健康と疾病に関わ
る栄養や環境要因を理解
して、疾病を予防するた
めの衛生薬学教育

（9）人体の構造や機
能、疾患の病態生
理、薬理作用、薬物
治療を理解するため
の医療薬学教育
（10）医薬品の動態
や生体内代謝機序を
理解し、最適な薬剤
設計を考えるための
応用薬学教育

　

就実大学薬学部 カリキュラムツリー

人材養成
目的

生命の尊厳を基盤とした強い使命感と高い倫理観のもとに，人々の健康を守る最良の医療薬学教育・研究を行い，医療・福祉に貢献できる高度な専門性と豊かな人間性を兼ね備えた薬剤師を育成する

ディプロマ
ポリシー

（8）薬剤師に必要な科学の基本的知識・技能・態度に加え、その
専門性を磨くことができる

（10）薬物療法において、安全かつ有効な
医薬品の使用を推進する薬剤師業務を実践
できる

科目群
薬学総合科目群 薬学専門基礎科目群

衛生薬学科目群
薬学臨床科目群

アドバンスト科目群

配
当
年
次

カリキュラム
ポリシー

卒業要件１８６単位以上


